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私たちの年度を振り返って                                                                 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2013-14 年度
                                                              ガバナー　本田　博己　

ガバナーメッセージ

私たちの年度のクラブ会長・幹事の皆様、地区役員の皆様、
そして 2840 地区のすべてのロータリアンの皆様へ。
　

6 月末で、 私たちの年度が終了しました。 ガバナーエレクトの時代から 2 年間皆様のご協力 ・ ご支

援のお陰で無事私もガバナーの任務を終えることができました。 初めは、 使命感と責任感に突き動か

されて緊張した船出でしたが、 今は、 達成感 ・ 充実感とご支援いただいた皆様への感謝の気持ちに

満たされています。

本号は、 ガバナー月信の終刊号ですが、 別冊でガバナー補佐と地区委員会の年間活動報告書を

お届けしますので、 活動報告の詳細はそちらに譲り、 ここでは、 ガバナーとしての年度の振り返りを

いくつかのトピックに整理してまとめてみます。

（＊ガバナー補佐と地区委員会の年間活動報告書は、 地区ウェブサイト、 過去年度の　

「本田年度のページ」 にも収録しています）

RI テーマと地区スローガンとを 年間を通して強調しました
ロン D． バートン RI 会長が掲げたテーマ “Engage Rotary, Change Lives” と地区スローガン 「希

望を語ろう！」 とを、 年間を通して会員の皆様に強調し、 「元気なクラブづくり」 推進のキーワードと

しました。 例会やクラブの奉仕活動への積極的参加を奨励すること、 「ロータリーモメント」 （ロータリー

の感動体験） やクラブの将来像、 すなわち 「希望」 を語り合うことが、 真のロータリアンが集う活力あ

るロータリークラブへの第一歩です。

地区委員会が活発に活動し成果を上げました
ロータリー財団委員会は、 「未来の夢計画」 の実施初年度でしたが、 非パイロット地区としては、

大変大きな成果を上げました。 新世代 （青少年） 奉仕部門の青少年交換委員会、 インターアクト委

員会、 ローターアクト委員会、 RYLA 委員会、 そして公共イメージ委員会、 米山記念奨学委員会も

それぞれに着実に成果を上げることができました。 各委員会の委員の皆様のご努力に感謝申し上げ

ます。

また、 おかげ様で 「ロータリー財団への寄付目標」、 「米山奨学会への寄付目標」 のいずれの数

値目標も目標達成しました。

　実績 ： 財団一人当たり寄付 165.53 ドル。 米山一人当たり寄付 17,714 円
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ガバナー月信の充実を図りました
ガバナーを務めてみて気づいたのは、 会員の皆様との交流は、 公式訪問 ・ 地区大会やＩＭ等、

意外に限られた機会しかないことです。 そのため毎月の月信で、 会員の皆様に知っていただきたい

情報や地区内クラブ情報を可能な限り収集し発信してゆくことに努めました。 パストガバナーの皆様に

は味わい深いエッセーを寄稿していただきました。 私も毎月のガバナーメッセージの他にガバナーコ

ラム （「ロータリーの誤解・正解」 シリーズ） の連載に挑戦し、私の思いやロータリー観を発信しました。

そのため毎月の月信のページ数が多くなり、 コピーをとっていただくクラブ事務局には大変ご苦労

をおかけしました。 今後も、 皆様の月信に対する忌憚のない評価 ・ ご意見をお寄せいただき、 クラブ

や会員の皆様からの投稿がもっと増えれば、 月信は、 より一層会員に近い情報交換 ・ 交流の場とし

て充実すると思います。

（＊月信連載コラムは、 12 回分をまとめて 『ロータリーの希望 ― 「奉仕の理念」 とその実践をめぐっ

て ―』 と改題して PDF にしました。 すでに各クラブに送付していますが、 地区ウェブサイトの過去年

度の 「本田年度のページ」 にも収録いたしました。）

3 か年地区戦略計画を策定・決議しました
地区戦略計画委員会 （清　章司委員長） では、 クラブにおける戦略計画立案と推進を奨励すると

ともに、 地区としても戦略計画を定めて計画的 ・ 継続的に取り組んでゆくことを当年度の課題としてい

ました。 本田 （当年度）、 竹内 GE （次年度）、 生方 GN （次々年度） も委員で参画し、 これからの

3 か年計画を検討し案にまとめました。

主テーマを 「クラブを元気にしよう」 とし、 7 項目の 「元気」 の指標 （目標） を設定し、 活力と活

気に満ちたクラブづくりにクラブとともに果敢に挑戦することを謳っています。 幸い、 昨年 10 月の地区

大会に上程され、 皆様の賛同を得て決議されました。 戦略計画の実践による成果 （クラブと地区の

活性化 ・ 発展） を大いに期待しています。

新しい形の地区大会を開催しました
形式は従来のやり方を踏襲しましたが、 新しい試みに挑戦しました。 大会の統一テーマを、 地区

スローガンの 「希望を語ろう！」 とし、「ロータリアンのロータリアンによるロータリアンのための大会」、「地

区大会にクラブ全員で参加するよう奨励する」、 「スマートな運営、 感動的なプログラム」 というコンセ

プトをもとに実行委員会に具体化をお願いしました。

主な新機軸は以下の通り。  ①親睦と交流の場である 「友愛の広場」 を楽しむ時間を十分にとり、

クラブや地区委員会の出展 （全部で 20 ブース） で賑わいをつくった。  ② 3 か年地区戦略計画を決

議した。  ③ 分区 ・ グループの代表者による 「ロータリーモメント」 の発表の時間をつくった。 各代表

者のスピーチは聴衆に感動を与えた。また、133 人のロータリアンからの寄稿をまとめた冊子 『私のロー

タリーモメント』 ＜心に残るロータリー感動体験＞ を記念出版し、 地区内全会員に配布した。
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大会の登録参加者総数は、 1,094 人で例年より少し多いぐらいだったのですが、 参加していただ

いた皆様には、 大会の楽しさや感動を十分味わっていただけたように思います。 「地区大会は参加

することに意義がある！」。 今後もできるだけ多くのクラブの仲間が、 年 1 回のロータリアンのお祭りで

ある地区大会に賑やかに集うことを心から願っています。

クラブの広報活動が公共イメージの向上に大きく寄与しました
地区の広報活動としては、 年度初めに私と板垣地区幹事とで上毛新聞を訪問し取材を受けたこと、

地区大会の取材、ロータリーの創立記念日 （2 月 23 日） に全 5 段の広告を上毛新聞に出稿したこと、

また、 創立記念日の前後２週間、 地区のウェブサイトのトップページにロータリーの紹介と会員勧誘案

内を掲載したことなどを行いました。

6 月には、 この年度内の 1 年間に新聞掲載されたロータリー関連の記事 ・ 広告をまとめて 『ロータ

リー広報の記録 ― 公共イメージの向上をめざして ―』 という小冊子を作り、 全クラブに配布しました。

この小冊子に収録された記事・広告の総量は、新聞の 3 面 （頁） と 10 段近くに及びます。 このスペー

スを広告出稿したと仮定すると、 地区の広告予算の 6 倍以上の額になります。

この 『広報の記録』 には、 地区内ロータリークラブやインターアクト、 ローターアクトの活動や未来

の夢計画の地区補助金を活用した奉仕活動の記事が並んでいます。 クラブの活発な活動が、 ロータ

リーの公共イメージを高めることに大きく貢献しています。

ロータリアンとロータリークラブの、 地域社会に対する 「奉仕の理念」 の実践が、 ロータリーの公共

イメージ向上の原動力です。

インターシティ・ミーティング（IM）を各分区・グループで開催しました
年度が始まる前、 私が 「10 年ぶりに IM を復活させたい！」 と宣言したとき、 ガバナー補佐の皆

様が困惑（？）の表情を浮かべていたことを思い出します。結果は大成功だったのではないでしょうか。

企画 ・ 運営はガバナー補佐とホストクラブにすっかりお任せしたのですが、 各分区 ・ グループで、

それぞれに工夫を凝らした楽しい充実した IM になったと思います。 あらためてガバナー補佐と実行

委員会の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

実施してみて、IM の楽しさを知らない若い会員が増えていることに今さらながら驚いています。 ロー

タリーの 「奉仕」 を語り合い 「親睦」 を深める機会、仲間の輪を広げる機会として、今後も続けていっ

ていただきたいと思っています。

ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）研修セミナーが定着しました
RLI 研修セミナーも 3 年目となり、会長エレクト・次年度幹事の、PETS や地区研修・協議会前のロー

タリー全般の学びの機会として定着してきました。

少人数の討議形式による RLI セミナーの目的は、参加者のリーダーシップ （指導力） を育むことで、
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クラブの活性化につなげることです。 参加者個人にとっては、 「ロータリアンとしての成長とロータリー

観の確立」 を目指しています。 また、RLI の双方向・対話型の研修スタイルはクラブにおけるロータリー

研修にも応用されることを期待しています。

当年度は、 最新の RLI 20 周年記念版 （2012） の翻訳を日本で初めてテキストに使用しましたが、

このテキストは、 後に RLI 日本支部のカリキュラム委員会 （私もメンバーの一人） の校訂を経て、 正

式の日本語版テキスト （2840 地区の実施経験が反映されています） となりました。

企画 ・ 運営にご尽力いただいた地区研修委員会の曽我隆一委員長、 横山公一副委員長はじめ

委員の皆様、 ディスカッション ・ リーダーの皆様に御礼申し上げます。

ロータリー研究会で 2840 地区をアピールしました
2013 年 12 月 3 日、 4 日の２日間、 東京で第 42 回ロータリー研究会が開催されました。 ロータリー

研究会は、年に 1 回、日本全国 （第 1 ゾーン～第 3 ゾーン） の地区から、パストガバナー、ガバナー、

ガバナーエレクト、 ガバナーノミニー等のロータリー指導者が集まり、 最新情報の提供や意見交換を

行う会合です。

1 日目のロン ・ バートン会長の基調講演の後、 RI テーマ 「ロータリーを実践し みんなに豊かな人

生を」 を表題に掲げた第 1 セッションが行われました。 私は、 そのセッションのパネリストの一人として

登壇しました。日本の各ゾーンから同期のガバナーのうち3人が指名されたのですが、現職のガバナー

がパネリストになるのは、 ロータリー研究会の歴史で初めてのことだそうです。 （詳細は、 ガバナー月

信 1 月号 14 ～ 15 ページのレポート参照）

また、 私が 2840 地区の活動を発表した内容は、 本号の 21 ～ 26 ページに掲載しています。

地区固定事務所が運用開始しました
地区運営上の長年の懸案であった 「ガバナー事務所の固定化」 が諮問委員会の審議を経て実

現しました。 地区固定事務所とは、 ガバナー事務所とガバナーエレクト事務所を同一場所に常設し、

事務所員 （複数名） が常勤する事務所を言います。 前橋問屋センター会館に常設された地区事務

所は、 2014 － 2015 年度は、 竹内ガバナー事務所と生方ガバナーエレクト事務所として機能します。

地区運営の合理化 （経費の節減） ・ 安定化 （事務所員の常勤）、 そして膨大なデータや資料の

散逸を防ぐという目的もありますが、 私はそれ以上の効果が今後期待できると考えます。

これまでは、 ガバナー輩出クラブの所在地にガバナー事務所 （エレクトの時期から 2 年間） の開

設 ・ 閉鎖を繰り返す必要があり、 ガバナー輩出クラブの負担は少なくありませんでした。 しかし近年、

情報ネットワークによりほとんどのデータは共有 ・ 連絡が可能となっています。

これまでは、 ガバナー事務所を組織し運営できる、 比較的会員数の多いクラブからしかガバナー

輩出は困難でしたが、 これからは少人数のクラブでも意欲と能力があるガバナー候補者を推薦できる
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条件が整ったのです。 これは、 2840 地区に新たな可能性を開く大きな一歩になると信じています。

会員数回復へ！
最後に、皆様に嬉しいご報告です。 年度末 （6 月末） の地区全体の会員数が、1,916 人 （速報値）

となり、年度がスタートした時 （1,875 人） から 41 人の増加という結果でした。 所期の目標 （ガバナー

としての野望？） は、 「すべてのクラブで純増達成！」 ということでしたが、 それは残念ながら叶いま

せんでした。

しかし、 40 人以上の純増は 2840 地区の歴史の中でも、 かつてない大成果といってもよいと思いま

す。 細かく見ますと、 純増を達成したクラブは 24 クラブと 5 割を超え、 会員数を維持 （±０） した 9

クラブと合わせて 7 割以上のクラブが 「会員増強」 活動の成果を上げています。

強調したいのは、 これは、 皆様のご努力の結果ということです。 具体的な 「会員増強」 の対策は

もとより、 例会や奉仕プロジェクト、 広報活動の活性化という 「元気なクラブづくり」 を推進したクラブ

の総合力の結果だということです。 この結果は私にとって、最後に皆様にいただいた「ご褒美」だと思っ

ています。

会員組織強化委員会の牛久保哲男委員長、 安藤震太郎副委員長、 そして委員として各クラブと

連絡を密にしていただいたガバナー補佐の皆様にも御礼申し上げます。

年度当初の地区目標には 「地区全体で 2,000 名以上に回復する」 という大きな目標 （大風呂敷？）

を掲げましたが、これは、地区 3 か年戦略計画に受け継がれました。 「会員増強は仲間を増やすこと」、

「仲間が増えればクラブはもっと楽しくなる」。 このことをクラブ指導者の皆様が得心し会員に強く働き

かければ、 クラブは変わるでしょう。 竹内ガバナー年度、 生方ガバナー年度の 2 年間で 2,000 名回

復は必ず達成できると確信しています。

以上、 トピック毎に整理してみましたが、 書き尽せません。

最後に、 私的な感想を申し上げます。 県外出身者の私にとってロータリーでの新しい出会いは有

り難く貴重ですが、 特に、 この 2 年間は、 心から信頼できる多くのロータリアンの仲間の皆様と素晴ら

しい時間を共有させていただきました。 私の最高 ・ 最良のロータリーモメントの時でした。

クラブ会長 ・ 幹事の皆様、 地区役員の皆様、 特にガバナー補佐、 委員長の皆様、 そして平方会

長はじめ前橋ロータリークラブの皆様、おかげ様でなんとかガバナー職を務め上げることができました。

心より感謝申し上げます。

苦楽を共にした板垣地区幹事、 平出会計長、 そして副幹事の皆様、 ガバナー事務所の入山さん、

須藤さん、 佐藤さん、 本当にありがとうございました。

ガバナーの任期を終えてあらためて思います。 自分ひとりでは何もできない。 しかし仲間が居れば

何事かを為すことができる。 思いの強さが人の心を動かす。
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私たちの年度で達成できたことは限られているかも知れませんが、 私たちは間違いなく前進してい

ます。 こうして、 新しい年度でまた新しい歴史が創られてゆきます。 これからの私の役割は、 2840 地

区の前進の歩みを支援 ・ 促進することにあると思い定めています。

《成果物》
『私のロータリーモメント』＜心に残るロータリー感動体験＞
『ロータリー広報の記録 ―公共イメージの向上をめざして― 2013 年 7 月～ 2014 年 6 月』
『ロータリーの希望 ―「奉仕の理念」とその実践をめぐって ―』
『ロータリーの基本～研修の手引き～』（改訂第 3 版）

《年度当初に掲げた地区目標》
１．クラブを元気にしよう
２．会員全員がリーダーシップを発揮できるような環境を整えよう
３．地域社会に対する発信力を高めよう
４．中核となる価値観を共有し、奉仕を実践しよう
５．IM を開催し、私たちの課題と「希望」を確認しよう
６．子どもの未来を育もう　
７．ロータリー財団の「未来の夢計画」に積極的に参加しよう
８．米山記念奨学会への認識を高めよう
９．地区大会にクラブ全員で参加しよう

数　値　目　標
　１．会員増強	 　地区会員数２，０００名以上回復
　２．ロータリー財団への寄付目標	 　1 人　　１５０ドル
　３．米山奨学会への寄付目標	 　1 人　　１６，０００円以上　　　　
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「もしもし、 板垣さん。 このままいくとＰＥＴＳで発表する地区の組織表は、 本田年度の地区幹事が空

欄になっちゃいますけど・ ・ ・そろそろタイムリミットですよ。 ホントに何とかして下さいよ。 頼んますよ。 まっ

たく！！」

「まっちゃんさ～。 （このまっちゃんは、 疋田年度の地区幹事であります松島さんのことであります） そ

んなこと言ったって、オレ今会長だしさ～、しかもまだ折り返し点まで到達してないんだぜ。 カンベンしてよ」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ。 本田さんが可哀想でしょ」

「オレは可哀想じゃないわけ？なにそれ ・ ・ ・」

ツーヨーなやり取りがありまして、 カワイソ～な板垣さんはとってもカワイソ～な運命に捕り付かれてしまっ

たのではありました。 アーメン！

ところが、 少しずつ動き始めると、 「な～るほど、 ここはこうなっているからこうしなっくっちゃいけないの

ねぇ。 ホントに良くできてる組織じゃん」 と感心したり、 「だから言ってるでしょ。 きっぱりダメ！！！」 といっ

た入山姉御の愛情コモッたお言葉に鍛えられ、 徐々に喜んでその気になっていったのではありました。

スタッフにも恵まれ、 親分にも恵まれ （本田親分は、 めちゃくちゃ勉強家であることは以前から知っ

てはいましたが、 身近で観るとホント並じゃありません） 前橋問屋センター会館に広い事務所も置くこと

ができて、 これで非難轟 と々かいう状況に陥ったら申し開きはできません。 一所懸命やらなくっちゃという

ことで完全にハマってしまったのでありました。 もちろん、 ハマったからといって上手に事が運ぶわけでは

なく、 失敗の連続ではありましたが、 その度に色々な方から励ましを頂き、 何とか竹内年度にバトンを渡

せそうなところまでやってまいりました。 全くの手作りで、 訳も分からず手探り状態で臨んだ地区大会 ・ ・

大雪の中、 すべてがストップした日、 歩いてセミナー会場の県庁まで行ってくれた高井委員長と担当副

幹事 ・ ・ 凄さを通り越して執念を感じた財団の皆様方 ・ ・ とにかく誠心誠意を貫いた青少年奉仕の各

委員会・・名人が集まった米山奨学・・本田ガバナーと分区のクラブを大好きになってくれた８人のガバナー

補佐 ・ ・ 大所高所から判断して、 適切に背中を押してくださ

いました諮問委員の方々・ ・ つらい時、 親身になって支えて

くれた平方会長をはじめとする前橋クラブのメンバーと低音の

魅力の平出会計長、 個性豊かな副幹事 ・ ・ いつも笑顔で

ピンチを乗り越えてくれた事務局のカワイイ３人娘 ・ ・ ありがと

うございました。

最初の私は、 なんという罰あたりのこんこんちきの大馬鹿

野郎だったのでしょうか。 えっ今でもそうか！

幸せモン！って呼んでください

地区幹事　板垣　忍　

メッセージ
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“希望を語ろう” は本田年度のスローガンであり、 ガバナーの行動、 姿勢のなかにしっかりと表現

されていました。このテーマはロータリー活動における永久の合言葉であろうと考えます。本田ガバナー

にとって悔いのない、 充実した１年間であったと思います。

ガバナー活動をしっかりと支えた板垣地区幹事の奮闘ぶりはお見事でした。 また８名の副幹事、 事

務局の皆様の大きな努力があってこその年度でもあると考えております。

今年はガバナー事務所の固定化への移行初年度でありました。RI ２５５０地区統一事務局を訪問し、

組織としての効率的な運営、 年度事業執行に当たっての地区クラブ、 地区組織との連携強化等々学

んだことを次年度に反映させることが必要と考えられます。

財務の面では従来の年度を隔ててきた壁が取り払われ、 継続的な会計業務 ・ 特に勘定科目の統

一により、 予算 ・ 決算面での整合性ができるようになります。 いろいろな反省点もありましたが、 次年

度会計長との意思疎通を図り業務改善をしていきたいと考えています。

一年間ありがとうございました。

本田ガバナー年度をふりかえって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会計長　平出　昌男　

メッセージ
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2014 年ロータリー国際大会は去る６月１日〜

４日ダウンアンダーのシドニーで世界中のロータ

リアン ・ 家族 18,000 人、 内日本から 2,400 人、

当 2840 地区から本田ガバナーを団長として 24

名参加し、 多くの思い出と感動を土産に６月４

日の夜、 初冬のオーストラリアから梅雨空の日

本へ全員無事に帰国することが出来ました。 い

くつかのハイライトをご紹介して国際大会の報告

としたいと思います。

大会会場は 2000 年のオリンピックが開催され

た 「オリンピック ・ パーク」 で市内からは電車で

２０分、 バスで３５分 ( 大会中は登録バッヂで市

内はもとより郊外に至る公共輸送機関は全てフ

リーパス ) のアクセスが良く緑豊かな素晴らしい

施設でした。

先ずは、 １日 ( 日 ) の開会式は午前 ・ 午後

の二部制で本田ガバナー夫妻と私たち夫婦は

午前１１時３０分からに指定され、 アルフォンス ・

アリーナ (1 万５千人は収容可能 ?) の二階上段

席にて、 周りは地元オーストラリアと RI 会長エレ

クト輩出国の台湾からのロータリアン達と一緒で

した。 来賓としてはアボット首相も見えて、 数々

のセレモニーと余興があり、 予定時間を３０分以

上超過してしまい、 午後の部の開催に支障が出

たのではと思いました。

さて、 毎回の国際大会の楽しみは 「友愛の

家」 ですが、 シドニーでは 「ビーラボン」 と名

付けられ、 数多くのブースがありましたが、 今回

Rotary says” G’d day”
　第１０５回ロータリー国際大会報告

パストガバナー　曽我　隆一

華やかな開会式会場にて
大勢のロータリアンで埋
め尽くされた会場は熱気
ムンムンでした。

友愛の家　ビーラボンにて
な、な、なんとゲイリー・フォアンＲＩ会長エレクトと遭遇しちゃ
いました。光栄です。えへへ。

日本人朝食会会場にて
地区大会で大変お世話になった江崎柳節先生と同じテーブル
になりました。ホント楽しかったです。

オリンピックパークの聖
火台の前で
円盤みたいなとっても目
立つモニュメントの前で
すが、私たちの方が輝い
てますよね！！
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特別な関心がありましたのは、 RI が出店してい

る 「ロータリー ・ リソースセンター」 でした。 そ

の訳は、 今大会に合わせて RI が世界中の元気

なクラブを１5 クラブ抽出して発表するとのことで

した。 日本のクラブでは、 唯一、 幸運にも当地

区の前橋 RC が選ばれ、 世界から参加した多く

のロータリアンにパンフレットと RI の My Rotary

で同時発信されましたので、 感激ひとしおでし

た。 2840 地区として今後も 「元気なクラブ」 「魅

力的なクラブ」 を目指して行かねばならないとも

感じました。

６月３日 ( 火 ) の１２時３０分から開かれました、

ゲイリー・ホァン RI 会長エレクト主催の昼食会 (RI

チケット制行事 ・ 地区では私たちだけでしたが )

に出席しましたが、 たまたま早めに列に並びま

したお蔭で上席のロータリー財団管理委員 ( 地

元オーストラリアのイアン・リズレイ氏がテーブル・

ホスト役 ) と同席することが出来まして、	 国際

ロータリーの理事会 ・ 管理委員会の話し、 日本

の小沢一彦さんと仲良しとのことなど、 アメリカ、

カナダからのロータリアンと一緒に思い出に残る

昼のひと時をたのしむことが出来ました。

今回もロータリー ・ バッヂで多くの友人が出

来たことを感謝しています。

シドニー国際空港にて
ちゃんとチャリティしちゃってま～す。エライでしょ、ボク。
だけど貯まってるお金はボク一人で入れたわけではありま
せ～ん。

友愛の家　ビーラボンにて
多くの仲間とバナー交換しました。これも国際大会ならではの
「おたのしみ」です。

オペラハウスを望むシドニー湾にて
雑用係の３人組ですぅ。でもしっかり自分たちも楽しんじゃっ
てますぅ。
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平成２６年６月１５日 （日） １１ ： ００～１２ ： ００に前橋商工会議所会館２階 「ローズ」 にて、 米山

記念奨学生学友会総会が開催されました。

４０名と多数の方の出席を頂き、 王暁蕾さんの司会で始まりました。

まず開会の言葉を田中委員長、 挨拶を本田ガバナーそして学友会会長劉娜さんから頂戴しました。

また、 来賓の高木米山記念奨学会常務理事からも挨拶を頂戴し、 議事進行となりました。

議題は、

1.2012-2014 年度活動報告

2. 決算について

3. 役員改選について

4.2014-2015 年度活動計画

5. その他

それぞれの議題について慎重審議をした結果、 全ての議題は承認されました。 最後に板垣地区

幹事による閉会の言葉で無事に総会は終了致しました。

引き続き懇親会を李学彦さんの司会で開催しました。

新規奨学生、 継続奨学生、 学友会会員の親睦を深めるとともに、 歓談の途中には、 参加奨学生

による一言スピーチを頂き、 それぞれの思いを皆さんに聞いて頂きました。

2013—2014 年度 米山記念奨学生学友会総会報告

奨学生、 学友会の親睦深まる

米山記念奨学委員会　担当副幹事　星野　大輔
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伊勢崎東ＲＣは本年 6 月 21 日 ( 土 )、 『創立 20 周年記念式典 ・ 祝賀会』 を伊勢崎プリオパレス

に於いて開催致しました。

当日は本田ガバナー、 伊勢崎市長を始めご来賓の方々、 そして多くのロータリアンの皆様にお越

しいただき盛大に開催できました事、 あらためて感謝申し上げます。

当クラブは 1994 年 4 月 12 日、 伊勢崎中央 RC 様をスポンサークラブとして産声を上げました。 当

分区では 1 番の新米クラブです。 以来、 バブル崩壊以降の厳しい日本経済と時を同じくして歩んで

参りました。 近年ではフィリピンへの水道水浄化装置設置、 伊勢崎市内の施設への支援事業、 又、

市内小・中学校への図書寄贈を奉仕事業として継続しております。 その様子は会場のスクリーンにて、

ご来訪の皆様にもご覧いただきました。

記念事業は、 高架事業で整備されつつある伊勢崎駅前への 「サークルベンチ一式」 寄贈です。

アトラクションは会員子女らの打楽器によるウェルカムミュージック、 赤堀中学校吹奏楽部によるオー

プニング演奏、小田えつこ歌謡ショーを催しました。 特に祝賀会では “富岡製糸場の世界遺産登録”

正式決定が伝わり、 また、 小田女史の仕掛けもあり半狂乱？と盛り上がりました。 本田年度最終の周

年行事として、 皆様の慰労にもなったのであれば幸いです。

創立 20 周年は成人式ですが、 まだまだ先輩クラブには遠く及びません。 昨今は “昔の二十歳、

今三十” とも云う様です。 これからも皆様にはご指導の程、 宜しくお願い申し上げます。

『伊勢崎東ＲＣ創立 20 周年記念式典』 報告

2013—2014 年度 伊勢崎東ロータリークラブ会長　梅田　浩行
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疋田ガバナー年度地区大会の最後に次年度の案内で、 前橋市のゆるキャラ 「ころとん」 とともに

舞台に上がりました。 何となく 「いよいよだなあ」 と感じたことを覚えています。

自クラブ以外ほとんど出たことのない私にとって、 この１年は多くの方と出会うことのできた素晴らし

い１年でした。 パストガバナー、 ガバナー補佐の方々、 各委員会のメンバー特にロータリー財団委員

会に関わっている皆さんには本当にお世話になりました。 まだまだ足りないですが多くのことを学ばせ

て頂いたと思います。

またガバナー公式訪問等で他クラブにお伺いしたのも良い勉強になりました。 地区内他クラブの様

子を直接肌で感じることができ良い経験をさせて頂いたと思っています。

本田ガバナー事務所スタッフの一員として参加できたことを誇りに思い、 この１年に関わった全ての

方々に感謝しております。

副幹事としてのスタートは、 本田年度が始まる遥かに前で、 疋田年度の当初の頃だったと記憶して

います。 会議や研修等が、 ガバナー補佐を対象としてのもの、 委員長までを対象、 地区役員を対象、

ＰＥＴＳ、 ＳＥＴＳ等徐々に対象範囲を広げ大所帯となっていきましたが、 初期の頃はロータリーの用語

を言われてもほとんどわからない状況で戸惑うばかりで、 地区役員の皆さんの真摯で熱い議論につい

ていけない状態でした。 任期が終了した現在もあまり進歩はありませんが、 周りの皆さんのおかげで

大きなトラブルもなく？ （自分ではそのように勝手に考えています） 終われたことに安堵しています。

たくさんの方々との出会いに感謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　鴻田　敦　

１年間を振り返って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　長谷浩克　

地区副幹事メッセージ
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２０１２年２月前橋ロータリークラブ野球部新年会の席で、板垣幹事より 「奥野君、本田年度の地区副幹事やっ

てくれない？」 と声を掛けて頂き、 「大丈夫！僕に身を任せてもらえれば！」 と、 まるでお姉さんを口説くよう

に温かくスタッフ一員に加えて頂きました。

それまでは、 前橋ロータリークラブ以外の他クラブの例会には出席したことが無く、 前橋ロータリークラブの

例会と他クラブの例会や奉仕活動も同じと思っていました。

今回、 第２８４０地区の行事や各ロータリークラブの例会に出席させて頂き、 とても暖かく歓迎を受け、 クラブ

のオリジナルソングやクラブごとの活動に驚きを覚え、 皆さんと交流できた年でした。

また海外のロータリークラブの例会に初メイクし、 ホノルルロータリークラブでも歓待して頂きました。

地区副幹事を受けることで、 今までとは全く違う外に出て経験することで、 ロータリークラブの楽しみ方や会

員で有る意義、 希望や活動による感銘の大切さを身をもって感じることができました。

拙い地区副幹事でしたが、 この経験をこれからのロータリーライフに生かしていきたいと思います。

最後に、 お世話になりました皆様に感謝いたします。

ありがとうございました

私と地区ロータリーの初めての出会いは、 一通の連絡 「本田組結団式開催 ・ 2012 年 3 月 7 日」 でありまし

た。 何のことだか意味の分からなかった私ですが、 運悪く当日ギックリ腰を発症してしまい、 参加することがで

きませんでした。 その後３ヶ月が経過し、 次なるメールは 「スタッフ会議日程調整の連絡」 でありました。 ４日

間の内唯一の駄目だった日に開催となり、 またしても状況が分からない日々が続きました。 結局初めての参加

は 2012 年９月 25 日の定例スタッフ会議で、 10 月 26 日ヘルシーパル赤城にて泊まりで開催される 「第一回

ガバナー補佐会議」 に向けてでありました。 ここで地区というものの概要が示され、 ホンの一部を初めて理解

することとなりました。

思い出深いのは、 2013 年 3 月 16 ～ 17 日に伊香保の福一にて開催された 「会長エレクト ・ 次年度幹事研

修セミナー」 です。 ２月の鎖骨骨折によりチタンプレートを装備し人造人間になり立ての身で運営手伝いをした

ことでしょうか。 また、 地区大会ではスパウスプログラムという公式メニューに書いていないけれど極めて重要な

任務を全うさせて頂いたことも貴重な経験でありました。

あっという間の２年４ヶ月が過ぎ、 気が付くと本田ガバナーによる地区の公式行事の任務は全て完了となりま

した。 この場をお借りし関係皆様方に対して、 結構役立たずだったことのお詫びと、 ご支援ご協力に対する御

礼を申し上げ、 地区副幹事任務完了のご挨拶とさせて頂きます。 ありがとうございました。

「私の地区副幹事ロータリーモメント」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　石井　繁紀　

本田ガバナー年度地区副幹事を経験して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　奥野　和義　

地区副幹事メッセージ
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2013 年 6 月 29 日 ( 日 ) の 「青少年受入学生歓送会 ・ 夏期交換学生歓送迎会」 をもって、 本田

ガバナー年度地区副幹事としての業務をすべて終えることができました。 当日は本田ガバナーにとっ

ても最後の行事であり、 ガバナーとしての最後の挨拶を拝聴でき感無量でした。 一昨年の 10 月から

準備が始まり、 長いような短いような 1 年 9 カ月が過ぎましたが、 なんとかゴールまで辿り着くことがで

きました。 その間、 「聞いてないよ～！」 的なこともありましたが、 曲がりなりにも副幹事を務めてこれ

たのは、本田ガバナー、板垣幹事、平出会計長、鴻田さんをはじめとする同じ地区副幹事のメンバー、

そして裏で実権を握る事務局の入山さん、須藤さん、佐藤さんのご理解とご協力のおかげです。 また、

公式訪問をご一緒させていただいたガバナー補佐の五十嵐さん、 青少年交換委員会で苦楽を共に

した前原委員長をはじめとする委員会のメンバー、 ROTEX の皆様にも大変お世話になりました。 心

から感謝申し上げます。 本当にありがとうございました。

今年度、私は地区副幹事としてガバナー月信編集長、補助金、研修等を担当させていただきました。

本田ガバナーをはじめとする地区役員や数多くのロータリアンとの交流の機会があり、 大変充実し

た年となりました。

創刊ゼロ号で始まったガバナー月信ですが、 今回の終刊号で 14 回の発行をすることができました。

皆様には原稿の執筆など無理なお願いにも関わらずご協力いただき大変ありがとうございました。 ガ

バナー月信の編集作業を通じて改めてロータリーの素晴らしさと奥の深さを実感することができました。

また、 補助金関連では地区補助金審査会等を通じてロータリー財団の仕組みを理解することがで

きました。 研修ではＲＬＩを通じてロータリーの本質とリーダーのあるべき姿が見えたように思います。

　「奉仕の理念」 に基づく、 ロータリー活動は人としての成長を促すだけでなく、 経営センスを磨き

あげる最善の場だと思います。

ご指導いただきました皆様に感謝申し上げます。 1 年間本当にありがとうございました。

地区副幹事を終えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　星野　洋一　

地区副幹事メッセージ

貴重な経験に感謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　温井　尚久　
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まだロータリアンとして経験の浅い私に地区副幹事の連絡が入ったのは約２年前。 全てが未経験で

ありましたが、 皆様のおかげで１年を終えることができました。

地区副幹事として印象に残っているのは、 昨年１０月に開催された 「地区大会」 です。 シナリオ作

成の担当を仰せつかり、 さあどうしようか ・ ・ ・

当時、 事務局の入山さんによく相談をさせて頂いたことを思い出します。 （入山さんがいなかったら

きっと恐ろしい結果になっていたことでしょう。）

又、 米山奨学委員会においては、 田中委員長のご指導のもと、 なんとかやってこれたと思っています。

今後はこの経験を糧とし、 仕事、 クラブ活動に生かしていきたいと思います。 １年間ありがとうござ

いました。

準備期間から約１年半、 ありきたりの言葉ですが長いようで短い本田年度でした。 第６分区を担当、

さらにアクト関係の担当もさせていただいたおかげで幅広い交友関係を築くことができました。 また本

田ガバナーの同じ話を何回も聞かせて戴いたので、 話し方のコツを身につけられたような気がします。

副幹事の役目として２８４０地区における若さと機動力においては、 副幹事８人衆それなりに動けたと

勝手に自負しております。 このような機会を与えてくださった本田ガバナーをはじめ、 板垣幹事、 平

出会計長に大変感謝しております。

あと残念なお知らせがあります。 事務局入山さん、 須藤さん、 佐藤さんへ。

本田年度副幹事８名はこれからもずっとパスト年度会議と称して事務局３名を誘い続け、定例会 （飲

会） をずっと継続していきますので覚悟のほどよろしくお願いします。

けが （鎖骨） ・ 入院 ・ 食中毒 ・ ファンデーションといろいろあった副幹事８名ですが、 とりあえず卒

業です。 本田年度関係の皆様ありがとうございました。

フランス郊外より愛を込めて

１年間ありがとうございました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　星野　大輔　

地区副幹事メッセージ

副幹事報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区副幹事　小林　幹昌　
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　あれは、 まだ私が安藤ガバナーにお仕えしていた時の２０１１年の年末でした。 次の疋田年度の

松島幹事が困っていました。 「２０１３－１４年度は本田ガバナーと事務局（入山）しか決まっていない！

組織図に地区幹事の名前が入らない！」 ・ ・ ・ 私にとって本田年度は、 “地区幹事は誰？？” から

のスタートでした。

　あれから３年、今ではすっかり地区幹事の顔になった板垣幹事は、事務局では 「うふふ、えへへ」

と言いながらも事務局をいつも気遣ってくださり、 個性豊かな地区副幹事さんをしっかりとまとめ、 本

田ガバナーの希望を叶えるべくガバナーの傍で一番ご苦労をされてきました。ガバナーと地区幹事は、

本当にいいコンビで、 二人で一つの大輪の希望の花でした。

　その花をキラキラと咲かせる為、 色々な経験をしながら支えたのが地区副幹事の皆さんでした。

ある方は、 いつでも板垣幹事からの伝達事項を迅速にスタッフ全員にメールで連絡 ・ 集計し、 ある方

はガバナーにも毒舌で攻撃ができるほどの鋭い観察力で資料の校正をし、 またある方はいつも仏のよ

うでいてバイクを颯爽と乗りこなし、 またある方は身体にチタンを埋め込み、 そしてまたある方は冬の

時期に後ろから女性と見間違われながらも青少年と真正面から向き合い、 ある方は桐生の地区大会

で “ころとん” の中に入りながらも月信にガバナーと一緒に真剣に打ち込み、 ある方は夜の帝王をひ

た隠しにしたがために事務局に弱みを握られ、 またある方はフランスの香りを漂わせながら” おもてな

し” とは何たるものかを背中で事務局に語られていました。

そして、 その大きな希望の花と様々な形の葉が太陽の光をしっかりと浴びて空を仰いでいられるよう

に、 ずっしりとしっかりと支えていて下さったのが、 重鎮の平出会計長でした。

事務局は、 いつもその花に寄り添い、 須藤さんは優しく日本酒を注ぎ、 佐藤さんは豪快にワインを

注ぎ、 そして私こと入山は 「もっと輝けるはず！」 と笑顔で激をとばしながら見守り続けてきました。

そうして、 大きく花開いた希望の花は、 大勢の方のご支援 ・ ご協力のお蔭によりキラキラと輝き続

ける事が出来ました。 本当に有難うございました。

２０１３－１４年度、地区運営・クラブ運営に携わられた全ての皆様を含む “みんな” で咲かせた 「希

望の花」 をこれからも大切に育てていきたいと思います。

みんなで咲かせた「希望の花」                                                                 

 
 ガバナー事務所　事務局員　入山　こず江　

事務局員メッセージ
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本田ガバナー年度を振り返りますと、板垣地区幹事にはいつも「うふふふ」の笑顔で癒していただき、

平出会計長には事務所をいつも温かく見守っていただき、 鴻田副幹事にはキリッとスタッフを束ねて

いただき、 長谷副幹事には毒舌で笑いの渦に巻き込んでいただき、 奥野副幹事にはいつも和やか

な雰囲気で事務局をほっと安心させていただき、 石井副幹事には健康 （骨） の大切さを教えていた

だき、 星野洋一副幹事には度々の私からの無茶ぶり電話にも耐えていただき、 温井副幹事には限り

ない優しさで事務局を包んでいただき、 星野大輔副幹事にはせっかく呼んだ代行を横取りさせていた

だき、 小林副幹事には、 細やかなお心配りでたくさん 「おもてなし」 をいただき、 入山さん ・ 佐藤さ

んには仕事を助けていただくとともに毎日たくさんの笑いをいただき、 そして、 年度の最後には本田

ガバナーのとびっきりの笑顔を見せていただきました。

　私にとり 「いただきもの」 の多いとても幸せな一年となりました。 皆様に心より感謝申し上げます。

昨年の 12 月よりガバナー事務所に勤務して、 周りの皆さんにいろいろ教えて頂きながら、 あっとい

う間に本田年度が過ぎてしまったと感じております。 やさしい皆さんに見守られ、 感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 まだまだ毎日が勉強の日々です

が、 笑顔で頑張っていきたいと思いますの

で、 今後もご指導お願い致します。

尚、 あちこちで 「お酒を浴びるように飲む

佐藤さんだよね！」 と言われますが、 浴び

るのではなく、 「掛け流す！！」 程度です。

あしからず （笑）

希望と笑顔と感謝の一年                                                                

 
 ガバナー事務所　事務局員　須藤　真希子　

事務局員メッセージ

見守られながらの半年間                                                                

 
 ガバナー事務所　事務局員　佐藤　由紀恵　
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本会議　第１日目　第１セッション
（以下『第 42 回ロータリー研究会報告書』より抜粋）
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第 42 回　ロータリー研究会　報告書」
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本会議　第１日目　第１セッション

（中略）
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本会議　第１日目　第１セッション
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本会議　第１日目　第１セッション

（以上『第 42 回ロータリー研究会報告書』より抜粋）
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2013 － 2014 年度　地区主要行事一覧表　　　　 （年度前・上期）
2014 年 5 月 25 日現在

開　　催　　日 項　　　　目 場　　　所
２０１２年 10 月 26 日 ( 金）27 日（土） 第１回ガバナー補佐会議 ヘルシーパル赤城

11 月 11 日（日） 疋田年度　Ｒ財団補助金・管理セミナー 伊勢崎プリオパレス
11 月 29 日（木）30 日（金） ガバナｰエレクト & 次期米山奨学委員長合同セミナー メルパルク東京
12 月  １日（土） 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議・研修委員会 前橋問屋センター会館

２０１３年  １月　５日（土） 第３回ガバナー諮問委員会・ＧＥ壮行会（疋田事務所主催） 桐生市市民文化会館
 １月１３日～１９日 国際協議会（ガバナー・エレクト） サンディエゴ
 ２月　２日（土） 第４回ガバナー諮問委員会 (GE 報告 )( 疋田事務所主催 ) 桐生倶楽部
 ２月１０日（日） 地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所
 ３月１６日（土） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー　（PETS・SETS） 伊香保　福一
 ３月１７日（日） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー　（PETS・SETS） 伊香保　福一
 ３月１９日（火） 全国会員増強セミナー ハイアットリージェンシー
 ４月　６日（土） ロータリー財団委員会　合同会議 伊勢崎プリオパレス
 ４月１４日（日） 第２回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議・研修委員会 前橋問屋センター会館
 ４月２１日（日）～ 26 日（金） 規定審議会 シカゴ
 ５月１２日（日） 国際ロータリー第２８４０地区協議会 前橋商工会議所
 ５月１７日（金）１８日（土） ロータリー世界平和フォーラム広島 広島国際会議場
 ５月２６日（日） 11：00 第２回ガバナー補佐会議   13：00 地区会員増強セミナー 前橋問屋センター会館
 ６月１５日（土） 第５回ガバナー諮問委員会（疋田事務所主催） 桐生
 ６月１５日（土） 新旧地区役員連絡会議（疋田事務所主催） 桐生
 ６月１６日（日） ＲＡＣ地区協議会 群馬県庁　昭和庁舎
 ６月２３日～２６日 国際大会（本田ガバナーエレクト出席） リスボン
 ６月３０日（日） ロータリー財団地域セミナー グランドプリンスホテル高輪
 ７月   １日（月） ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪
 ７月　６日（土） インターアクト合同会議 高崎商科大学
 ７月　６日（土） 第１回補助金委員会 伊勢崎プリオパレス
 ７月１３日（土） 第１回ガバナー諮問委員会 音羽の森　音羽倶楽部
 ７月１４日（日） 青少年交換委員会（夏期交換学生壮行会・歓迎会） 前橋問屋センター会館
 ７月２１日（日） ＲＬＩディスカッションリーダー研修会 前橋問屋センター会館
 ７月２７日（土） インターアクト年次大会 高崎商科大学
 ８月　３日（土） 10：00　地区ロータリー財団セミナー 伊勢崎プリオパレス
 ８月　８日（木） 管理運営セミナー 前橋問屋センター会館
 ８月１１日（日） 青少年交換委員会（一年交換学生壮行会） 前橋問屋センター会館
 ８月２２日（木） 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館
 ９月１４日（土） 地区米山奨学研修セミナー 前橋問屋センター会館
 ９月１５日（日） 青少年交換委員会（受け入れ学生第 1 回オリエンテーション） 前橋問屋センター会館
 ９月２２日（日） RLI パートⅠ　 前橋問屋センター会館
 ９月２８日（土） 10：30　第３回 ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋商工会議所
 ９月２８日（土） 13：30　第２回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所
 ９月２９日（日） 青少年交換学生　秋の旅行 長野県
 ９月２９日（日） 地区大会記念ゴルフ大会 サンコー７２カントリークラブ
10 月  ５日（土） 青少年交換委員会 前橋問屋センター会館
10 月 19 日（土） 青少年交換委員会 前橋問屋センター会館
10 月 26 日（土） 地区指導者育成セミナー 前橋商工会議所
10 月 26 日（土） ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 前橋商工会議所
10 月 27 日（日） 地区大会 ﾍﾞｲｼｱ文化ﾎｰﾙ（群馬県民会館）
11 月   ３日（日）・４日（月） ＲＹＬＡ研修会 館林
11 月　９日（土） 青少年交換学生選考会 前橋問屋センター会館
11 月 10 日（日） RLI パートⅡ　 前橋問屋センター会館
11 月 16 日（土） 10：00　補助金管理セミナー 前橋商工会議所
12 月　１日（日） ロータリー財団地域セミナー ( ゾーンセミナー） 東京　グランパシィフィック La DAIBA
12 月　２日（月） ガバナー会（ＧＥＴＳ） 東京　グランパシィフィック La DAIBA
12 月   ３日（火）４日（水） ロータリー研究会 東京　グランパシィフィック La DAIBA
12 月　７日（土） 米山記念奨学生選考会　面接官オリエンテーション 前橋商工会議所
12 月　７日（土） 米山学友会クリスマス会 前橋商工会議所
12 月　７日（土） 青少年交換委員会 前橋問屋センター会館
12 月　８日（日） RLI パートⅢ　 前橋問屋センター会館
11 月 30 日（土） 第２６回茶の湯研修会 にしお
12 月 23 日（月） 青少年交換学生クリスマス会 前橋商工会議所
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２０１３－２０１４年度　地区主要行事一覧表　　　　 （下期）
開　　催　　日 項　　　　目 場　　　所

２０１４年 １月　６日（月） 16：00 第３回ガバナー諮問委員会　18：00 ＧＥ壮行会 ラ・フォンテーヌ
１月１８日（土） 10：00　第 1 回地区補助金審査会 伊勢崎プリオパレス
１月２６日（日） 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館
２月　２日（日） 第４回ガバナー諮問委員会 (GE 報告 ) 前橋問屋センター会館
２月１５日（土） 米山奨学生修了式 ･ 奨学生歓送会 前橋商工会議所
２月２３日（日） 新会員セミナー（RLI 方式　１日コース） 前橋問屋センター会館
３月２０日（木 ) ～２３日（日） インターアクト国際交流事業 台湾　
３月２９日（土） 10：３0　第 2 回地区補助金審査会 伊勢崎プリオパレス
４月１３日（日） ローターアクト　第１４回地区年次大会 太田ナウリゾートホテル
４月２５日（金 ) ～２６日（土） インターアクト国際交流事業（受け入れ） 高崎商科大学
４月２６日（土） 10：３0　地区補助金最終審査会 前橋問屋センター会館
４月２６日（土） 青少年交換学生　災害ボランティア活動 宮城県南三陸町
４月２７日（日） 継続米山記念奨学生　資格面接 前橋問屋センター会館
４月２７日（日） 新規米山奨学生カウンンセラーセミナー 前橋問屋センター会館
４月２７日（日） 新規米山奨学生ｶｳﾝｾﾗｰ・米山奨学生オリエンテーション 前橋問屋センター会館
５月１１日（日） 第２７回茶の湯研修会 前橋　元気２１
５月２５日（日） 16：00　第 5 回ガバナー諮問委員会 群馬県庁
５月２５日（日） 18：00　現新地区役員合同連絡会議 群馬県庁
６月１日（日）～４日（水） 国際大会 シドニー
６月１５日（日） 米山記念奨学生学友会総会 前橋商工会議所
６月２２日（日） ローターアクト　第 14 回地区指導者研修会 伊勢崎プリオパレス
８月 会計監査報告

2013-2014 年度　周年行事クラブ一覧
ク　ラ　ブ　名 周　年 予　定　日 開　催　場　所
前橋中央 20 2014 年 3 月  1 日（土） 前橋商工会議所
富岡中央 20 2014 年 3 月  8 日（土） ホテルアミューズ富岡
高崎 60 2014 年 3 月 24 日（月） 高崎ビューホテル
伊勢崎 60 2014 年 4 月  5 日（土） 伊勢崎プリオパレス
高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 15 2014 年 4 月  4 日（金） 高崎ビューホテル
前橋 60 2014 年 4 月 12 日（土） 前橋商工会議所
館林東 30 2014 年 4 月 20 日（日） レストラン　ジョイハウス
渋川みどり 20 2014 年 4 月 29 日（火） アネーリ渋川
前橋西 50 2014 年 5 月 10 日（土） 前橋中央ｲﾍﾞﾝﾄ広場（式典）・前橋ﾃﾙｻ（記念事業）
藤岡 50 2014 年 5 月 17 日（土） 藤岡市みかぼみらい館
伊勢崎東 20 2014 年 6 月 21 日（土） 伊勢崎プリオパレス

2013-2014 年度　IM 開催一覧
分　　　　　区 開　催　日 開　催　場　所

第１分区 2014 年 5 月 18 日（日） 前橋商工会議所         
第２分区ー A 2014 年 3 月 22 日（土） 桐生プリオパレス　　　
第２分区ー B 2014 年 3 月 23 日（日） ニューいづみ　　　　　
第３分区 2014 年 5 月 11 日（日） 高崎ビューホテル　　　　
第４分区ー A

2014 年 3 月  9 日（日） 太田グリーンパレス　　
第４分区ー B
第５分区 2014 年 2 月  9 日（日） アネーリ渋川
第６分区 2014 年 2 月 22 日（土） ホテルアミューズ富岡



29

編　集　後　記

2013-14 年度の 「ガバナー月信」 は、 2013 年 6 月の創刊ゼロ号を皮切りに 14 号目の本終刊号

をもちまして最後となります。 1 年間ご愛読いただき誠にありがとうございました。 この編集後記を書き

ながら正直ホッとしています。

皆様もご存じのとおり本田ガバナーは熱い気持ちと聡明な頭脳を有し、 決して妥協しない強さがあ

ります。 「ガバナー月信」 は各クラブの会長、 幹事はもちろんのことすべての会員への重要な情報伝

達手段であると大変重視されていました。 私もガバナーの熱い思いを何とかメンバーに伝えたいという

一心で 1 年間取り組んできました。

毎月連載させていただいた本田ガバナー ・ コラム 「ロータリーの誤解 ・ 正解」 ではロータリーの本

質を見事なまでにやさしく、 楽しく解説いただきました。 　

また、 パストガバナーの方々からは味わい深いエッセイを多数お寄せいただきました。 そして、 地

区行事報告では皆様のご協力によりタイムリーかつ臨場感のある情報発信ができたと思います。

本田ガバナーには文章の書き方からロータリーの本質まで懇切丁寧にご指導いただき感謝いたし

ます。また、事務局の入山さんには夜遅くまで校正作業をしていただきありがとうございました。 皆さん、

1 年間本当にお世話になりました。

2013-14 年度ガバナー月信編集長　温井　尚久 （前橋ＲＣ）
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